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コロナ前後の比較

教育DXの推進

大学におけるLA

教育データ利活用普及

話の流れ
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コロナ禍：オンライン授業の拡大，LMSの普及

【第66回】教育機関DXシンポ，重田先生の資料より

【第67回】教育機関DXシンポ，緒方先生の資料より



コース数は 上の集計数
複数の講義がひとつのコースに統合されているケースもあるため，実際の利用講義数はもっと多い

Moodle 4

九州大学 LMSの利用状況

20232022202120202019～2016

2,179
コース

10,620
コース

7,282
コース

6,925
コース

3,876
コース

※6月現在

コロナ禍

全学サービス
として展開

LMSログ

43M件
※Mは百万

213M件 138M件 131M件 44M件
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LMSの利用状況：モジュール別

ファイル機能が最も
多く使われている

課題や外部リンクも
比較的多い

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
前
2023

2022

2021

2020

2019

2018

2018年度以降
全集計

年度別集計

ファイル／URL
コロナ禍に利用増



学生・教員・職員の三位一体でDXを推進

「コロナ禍における九州大学での を用いた教育支援体制の構築」 年次大会 優秀論文賞LINE AXIES2022 6

学生主体組織と連携した教育DXの取組

AIチャットボットを開発
※2022年度から一本化
• PCセッティング
• 履修に関する質問
• 授業料／奨学金／学生生活
• Moodle等の学習支援システム

2022年3月～2023年5月の実績
• 新入生の46%，全体で約6,000名
が登録・利用

• 問い合わせ累計：約33,000回
• 99.9%をBotが対応
• Botでの解決率75%

以前の教育学習支援

コロナ禍前
•各部局の窓口
•メール／電話対応

コロナ禍
•窓口閉鎖
•メールパンク
•新規案件対応
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オンキャンパスジョブの推進：教育DXの取組拡大に向けて

研究者，職員，
業者，etc

学生
（業務受託）

シニア学生
（業務受託）

オンキャンパスジョブ募集の一元管理を実証するシステム，
サイト，コミュニケーションプラットフォームの構築

2022年度から実証スタート
参加者数はのべ100人以上

学内教育サービス改革に向けた
WS開催 ※クエストボードで募集

WSで出たアイデアのうち
1件実装完了，1件開発中

クエスト実施事例

AIチャットボットに空き教室
検索機能を追加



教育分野のサイバーフィジ
カルシステム
•学習教育活動センシング
•教育データの分析
•様々なフィードバック

コロナ期を経て
•教育学習様式が多様化
• LAへの期待が本格化

8

ラーニングアナリティクス

Database

教育データ
教材推薦

成績予測

学習状況可視化
教師

学生

学生
傾向分析

モデル化

予測

オンライン
授業

自宅

データ収集

フィード
バック

教育データ
分析

信頼して利用できる
LA技術が必要不可欠
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ラーニングアナリティクス対象の比較 ※個人見解

初等中等教育

 教材
• 教科書
• 補助教材

 特色
• 1回の授業で数ページ
• 学習指導要領に沿って進行
• 学習指導要領コードで教科
書／教材連携可能

高等教育（大学）

 教材
• 教科書
• スライド（PPT）資料

 特色
• 1回の授業で数十ページになることも
• 資料は要約情報（スライドの場合）
• 授業担当教員の裁量による授業構成／進行
• 科目の独自色が強い
多様な講義に展開可能なLA技術が必要
長いスパンで見たときに学生の成長を
どのように支援／評価する？

クラス間，学校間で
比較分析しやすい
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データで見る大学講義の特色！？

• 同じシラバス，コースデザイン，
講義資料に沿った授業であっても
コースによって学習活動は大きく
異なっている

• 学生の活動はコース担当教師の教
え方に影響を受けている？

授業内／外の学習状況，eBookの読み進め方，
eBookの各種機能の利用状況を分析
※6名の教師が担当する同一科目10コース
学生約1,300名を対象

学習活動の類似性に基づく2次元マップを生成
※各点は一人の学生に対応
同じ色は同じコースの受講学生

学習活動類似マップ
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リアルタイムLAダッシュボード

受講者全員の教材の
利用状況を分析

閲覧ヒートマップ 1分毎更新

• 教師：授業ペース確認
• 学生：他の学生の状況確認

教師／学生に
分析結果を展開リアルタイム

ページ内注目領域 15秒毎更新

• 教師：学生の注目領域確認
• 学生：重要箇所の見逃し回避

ダッシュボード利用効果
• 教師の説明追従率向上
• 学習支援機能（マーカ，理解度
ボタン）の利用率向上
他の学生の状況に影響された？
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学習教材の自動生成と推薦

30%

50%

70%

90%

Give up!

予習達成率が飛躍的に向上

重要ページ 学習状況を分析

復習教材の提供

復習支援予習支援
• 元教材の中から重要なページを自動発見
• 短時間で予習・復習できる資料に自動要約

• 理解不足の内容を特定
• 再勉強用の資料を自動構成

小テストの正答率

総
テ
ス
ト
の
正
答
率

総まとめテスト
の正答率向上

元教材 要約教材
4

6

8

10

元教材 要約教材予習なし

授業前テストでも有意な差
平
均
点

（
10
点
満
点
）

***
**

***p<0.001, **p<0.01
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学習記事の投稿／共有化，学習支援スキル評価

TAや教員によるレビュー

どのように学んだ？
どのように理解した？
を記事化して投稿

TA

学習者が記事を投稿

記事の質を保証

学生

投稿数: 3,600+
公開数: 2,700+
※2023年6月時点

Learning 
Repository

記事を閲覧

他者の観点か
ら学習

大学図書館

チャット
ボットで
記事推薦

記事に対して多くの「いいね 」を獲得した高評価群
低評価群よりも認知的な学習活動，定期的な学習活動，多様な学習活動

普段の学習活動ログから認知的な学習活動の程度を測ることで
学習支援スキルの程度を推定できる可能性を示唆

記事を投稿

他者が読むこ
とを意識
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学習眺望マップ

マップ表示エリア

カリキュラム／コース選択

科目情報パネル

コントロール
パネル

学年

到
達
目
標

履修科目

• 個人の学習活動情報
小テスト，課題，出席…

システムの有用性を評価

• 従来の紙媒体，電子媒体の
マップよりも科目間関連性
を容易に把握可能

• 科目情報，学習状況の俯瞰
的な把握も可能

• 学びの振り返りや履修計画
に有用

LAデータ連携

データに基づいて入学から卒業まで
学習の軌跡と眺望を俯瞰できるシステム



15

ChatGPTを利用した演習：利用方略×メタ認知×学習分析

ワークシートを配布
• ChatGPTとのやり取りを記録
• 学習者目線で回答の信頼性を検証

 情報源の信頼性
 自身の知識との整合性
 コンセンサス確認

事前に調査使い方を分析 学習活動との関係は？

事前知識がある学生は，
より多様な情報判断方
略を使っていた

事前
理解度

「出典の確認」方略
「実例の調査」方略
「概念理解のための

質問」方略正の相関

事前に調査

手続き
的知識

「出典の確認」方略

「定義の調査」方略
正の相関計画

有効な学習方略を持つ
学生は，より多くの
キーワードを調査，定
義を確認していた

ChatGPT利用群 vs 未利用群
利用群の方が授業内外の教材
閲覧時間が有意に長い
メタ認知や事前理解度も高い

各学習者のChatGPT利用方略をスコア化

メタ認知

メタ認知が高く，ある程度内容を理解している
学生は，ChatGPTを上手に使っている傾向



第 回 賞 優秀賞，7 IMS Japan 2022 1EDTECH Learning Impact Awards 2023 Honorable Mentions
https://limu.ait.kyushu-u.ac.jp/~openLA/ 16

OpenLA: Open-Source Library for Educational Log Data Analysis​

教育データと各種データ分析／機械学習
ライブラリ間のミッシングリンクを解消

2020年6月に公開

14 lines

34 lines

10 lines

without OpenLA with OpenLA
4 lines

8 lines

5 lines

60%
削減

教育データ分析プログラムの開発
LAシステム開発を加速化
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LLM×OpenLAによる教育データ分析

LLMの機能拡張
ライブラリ群

今回はGPT-3.5
を利用

教育データの
前処理に利用

eBookの閲覧データ
教材基礎データ
成績データ

Prompt

Response
学生の成績を向上させる方法を見つけるために提供されたデータを詳細に分析せよ．

成績の良い学生ほど，マーカー，メモ，ブックマークが多く，また閲覧ページ数も
多い傾向がある．このことから，マーカー，メモ，ブックマークを増やしたり，学
生が教材に触れる機会を増やすことが，成績向上につながる可能性がある．

ある講義1年（1期）分のデータ

分析レベル1
基本処理

分析レベル2
条件付処理

データ数集計
データ解釈
教材ページ数
各イベント数

閲覧時間分析
各学生の活動
全ページ読破
学生数，など

ある教材の最初の10ページの平均
閲覧時間は？
全教材で2分以上閲覧されたページ
は何ページ？，など

OpenLA
あり

OpenLA
なし

9/10 4/10

7/10 2/10

OpenLAを利用することで
データの解釈性が向上？

分析成功率

将来，プログラムを書かずにAIに教育
データを分析させることは可能！？
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コロナ前後の比較

教育DXの推進

大学におけるLA

教育データ利活用普及

まとめ

システム利用はコロナ後も継続

学生との協働が奏功

多様な学習への対応，長期支援

OpenLAやLLMで参入障壁を軽減
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